
発話機能としての《進行》に関する一考察

斉藤幸一(創価大学大学院生)

要旨

山間 (2008)では、サールの発話行為論における発話行為とハリデーの機能文法における発

話機能を統合した新たな理論として「発話機能」を提案し、話用論的条件によって、さまざま

な機能に分類している。しかし、山間ほか (2010)でも述べている通りその分類は、さらに改

良を加えていく必要がある。本研究では、 111伺 (2008)・|上|岡ほか (2010) の発話機能に、新

たな発話機能((j並行》を提案した試論である。 例えば、議長が「これから会議を始めたいと思

います」のような権限を有する者が、会議や行事、授業などの開始・終了などを告げる発話機

能を《進行》と名付けた。《進行》が日本語・中国語・英語で使用されていることを用例によ

って実証している。

キーワード:発話機能、宣言、進行、対照研究

1はじめに

木研究は、山伺 (2008)、山岡ほか (2010)で提唱されている((承認要求》・((~~iJ定》・《解

任》などの[宣言)の発話機能に、新たな発話機能《進行》を提案したものである。筆者

が発話機能の研究の一環で、ドラマ・映画などのセリフに対し((命令))((感情表出》などと

発話機能のラベリング作業をしていた際、山間ほか (2010) の発話機能だけでは、捉えき

れない、また捉えにくい用例がいくつか存在した。「発話機能論はまだ議論の途中なので、

今後の検討の結果、範痛の見直し、追加、結合、定義的な語用論的条件の修正などがあり

得る(I-U岡ほか (2010: 127) Jため、本研究は、発話機能の追加という立場をとるものであ

るD

ここで問題とする発話は、会議などにおいて、司会が「それでは、会議を始めさせてい

ただきます」というようなものである。「会議Jが行われていないという状況を、このよう

な発話によって[会議」へと変化させているため、「世界を変化させること」という共通の

目的を持つ(宣言)に属するものだと考えられる D しかし、既存の発話機能範 111書にはこれ

に当てはまるものが、見当たらない。よって、本研究では、{宣言)の新たな発話機能《進

行》を提案し、考察していく。

2発話機能について

2.1発話機能の定義

山岡 (2008)は、「発話機能」を「話者がある発話を行う際に、その発話が聴者に対して

果たす対人的機能を概念化したもの」と定義している。例えば、会社の上司が部下に「ち

ょっと、この資料を 30部頼む」という発話は、対人的機能として《命令》という発話機能

を有している。また「発話機能は、純然たる意味範 111書であるから、形式範 11震に比べて、限

定しにくく、細分化しようと思えばいくらでもできるように見える。(中略)しかし、発話
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機能を論理的に規定することが可能になれば、部:]分化の限界を量的にではなく、質的に規

定することができるようになるはずである(山岡 (2008: 3) Jとし、その例として、《命令》

と《依頼》の違いを、働きかけの程度差ではなく、聴者の行動の権限を話者が持っている

かどうか(例、部下と l二司)という語用論的条件といった、質的な差異をもって、別範 111存

としてし1る。

例) (上司→部下)

上司「ちょっと、この資料を 30部頼むJ((命令》

部下「はい、かしこまりましfこJ(( Jjl~ 従》

(同僚 A→i司僚 B)

同僚 A rちょっと、この資料を 30部頼むJ((依頼》

同僚 B rうん、わかったJ((協力》

(筆者作例)

例)の上司から部下に対する発話は、上司が部下の行動の権限を持っており、部下は

その行動要求の発話を拒否できないため、《命令》となる。しかし、同僚 A から同僚 B

への行動要求の発話は、同僚 Aが同僚 Bの行動の権限を持っていないため、《命令》で

はなく《依頼》となる。

このように発話機能は、権限・利害関係などの語用論的条件をもとに意味範11憶を理論体

系化したものである口

2. 2山岡ほか (2010) における発話機能の分類

山岡ほか (2010)では、発話機能を連ごとの目的と語用論的条件により 5分類している。

この 5分類において、さらに語用論的条件を追加することによって、下位範明言がなされて

いる。以下の表は、その 5分類についてまとめたものである。

表 1)山岡の発話機能の 5分類(jJJ 岡ほか (2010:125)) 

範 111存 目的 適合方 1-I~lJ

(策動) (Deontics) 参与者の行為に対するf1JIJI浪機能 世界を言葉へ(↑)

(宣言) (Dec!areation) i止界を変化させる遂行機能 双方向 ( J ) 

(演述) (Assertives) 世界の現象に関する記述機能 言葉を世界へ(1 ) 

(表出} (Express i ves) 参与者の心情に l~kJ する遂行機能 11民方向 (の)

(形成) (Formations) 会話を形成するメタ的機能 一定しない

本研究では、この 5分類の中で{宣言)の発話を考察対象として取り上げているため、

山岡ほか (2010) における(宣言)の詳細を下記に明記しておく。

(宣言)

共通の I~l I~I/J :世界を変化させること

共通の諮問論的条件:①参与者 Bによる当該発話が行為の実行となるような権限を参l千者 Bが

不干していること。

UJ問ほか (2010・ 130)
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2. 3 [駕言!の下

{ ，宣言}の下位

と語F言論的発件

としては、《 》や、 )) ((認知》 ÌJ~ 

されて;お号、 111岡ほか 、、‘，
F
〆
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1
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E
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以下;土、

じ宣言jにおけ

をもって加

話機能}

は以下の

jの発話機

ので、すべてと

なる。

《承認要求))・《求問、)):点の立場もわかってやってくれJ 設の言う通りだねj

C認知要求》・《認知)): r字が林に変わりましたのでどうぞよろしく

rっヵ、りまし7二j

(( 1:1三否))( <( I~YT りわ: r訳まで迎えに来てくれないか r今、抱り込んでいるんだよ J

《譲渡要求》‘ G完投)): rこの土地を譲ってくれないかJrああ、諮ってやるよ j

《命名要求》・ 5命名))引壬命要求》・(({壬)): i弘は何をすればいいですかj

は会計担当をやってくれj

d判芝袈求》・《判定)): rピヂオはどうですかJ1-東方力士の是が先に出てい

ざ辞任))/ (( 1抜1:1i])): r君iこは主将を 11年ちてもらう JiわかちましたJ

ざ詐{壬要求))・ミi辞任))/ (( I時退要求))・ 5時 cもう主将はやめたらどうですかJ

したいと思い

i-Lr I司ほか( 10) では、{主君}の上述し

うに規定されている。そのヰ!の話用論的条件①は、{

のものとしている。{宣言}における詰用論的条件は、

[ {宣言}にお吋る詑用論的条件i

を分化

;のどの

の涌りである

伺二が以下の

にも備わる

日による当該発 の実行となる な権限を参 告が宥している

を行うことを

行うことを参

者 Aが欲してい シ〕B 1s 

与者 8が当 Aが欲していない}

参与者 Aに李!J誌をもたらすこと

よる当該発2iliのJ進行は参与者 B自身の権限に基づくこと

事実(こ基づくものであること

当該命題は人物・事物の名 t:J<J について示すもので為ること

為ることが示されるものであること該命題は参与者ちの権問において

当該命 は人物の Jw. fil: (こっし¥ ものであること

}の し、く まず共 0) 13
/
]条{牛① につい

的 、 1勺1ゴツ、

、@ 日 の加と、⑤で 、 題につい られている。 らの

の本I~ によっ 能が れているので る。

》について3 

3. 1.問題の用例

上述し

1 ) ( 

に該当しない沼例が以

いの為に 村の

る

(3名)と東京の (2名上村の
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がし，¥る)

村長の

」ぴ〉発話は、「お見合しリという行事の幕を告げている 3 この発

見合しリは始まっており、「世界を変化させj ているので、これ

が、!-l~ I荷ほか (2010)の発話機能に当て

(jJi III 

しず二B寺点から、「

}に属する

たらないD

まり

ていだ立いのである白

の開始・終了などを告げ

で、《進行》という{宣言}の新
仙
台
[
〕
マ4
ノ

ウf

o 

3.2発 能《進行》 {牛

((@行》の自

( ((進行要求)))・《進行》

件;士、 のように考え
。
る

目的・ 者自の

{牛:

事を る
J
dノ

Aが欲してし 1ること

ものであること

例)

こび〉ように

3.2.1. ((進行》という名称の由来について

む霊行》という名称は、物事の関

の物事の終了でもあり、ま

いと患い

主主か べていく。

した。びとつの

の言語左合は、

。〉して

需の りを告げるものであるからであ 10)においては、

Jという名

く、

えていたが、 f は、具体的な を し1治ミ

る{ }に近い;意味となってしま

いう名砕を

そこで、{ シ」

主主に

0) 名称

また、この

もいただいたが、上

とに

の進行において、その

れるものである。例えば、裁判において

ることによって、当

におい

人が「

司会が、

開その1程限のあ

します Jと発

)) t土、

を変イヒさせる j

による当該

るこ

にあたる

しても、 ころか、 、、
P
L
V
 

《進

界

ど

り、 I

Bが有A していること Jが

めるための参与者Bの発話を待っている

えられる。ゆえに、 f語用論的条件参

B うこと AがW{していること Jも、 件であると ら
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れる。

また《進行》という発話機能を提案するにあたり、語用論的条件①②だけは、《承認))((承

認要求》と同じ条件になってしまう。(宣言}においては、《命名要求》・《命名》や《判定

要求》・《判定》などを《承認》・《承認要求》と別範III毒化するため、命題題内容レベルでの

語用論的条件⑤が設定されている。この(((進行要求)))・《進行》においても同じように

命題レベルでの範 11膚化を試みたい。そこで新たな語用論的条件⑤「当該命題は、ある活動

の開始・終了について示すものであること」を追加した口

3. 2. 3. ((進行要求》について

《進行》の発話は、主に権限の持っている参与者 Bによって一方的に発話する場合が多

いため、上記の詳細!において、《進行要求》は( )で表記している。しかし、参与者 A

が参与者 B に《進行》を要求する場合もある口例えば、会議において、部 Fが、「そろそ

ろお願いします」と、その会議を進行する権限を持っている上司に《進行》の発話を促す

ような場合である。そのような発話の発話機能は、《進行要求》となる口また、会議が始ま

るのを静かに「待つJ という行為も、《進行要求》に当たるものだと考えられる。

3.3.用例の考察

3.3.1 日本語の用例

《進行》の用例には、以下のようなものがある。

1) (集団お見合いの為に集まった、村の青年 (3名)と東京の女性 (2名)、村の職

員がいる)

村長の声 I(ズり上がって)ただいまより、山田村青年団集団見合いを始めたいと

思いますJ¥¥進行》

(山田村)

ここでは村長が、「お見合し¥Jを開始する権限を持っており、この発話によって「お見合

しリが開始されている。村長は、 I~たいと思いますj と、願望するような表現を発話して

いるが、実際には、この発話によって「お見合しリが開始されており、ここでの発話機能

は(表|出)の《願望表出》ではなく、(宣言)の《進行》となる口

2) 授業中。終業のベノレが鳴る。

野村「今日のところはこれまで。《進行)) (と、本を閉じる)

それから、大峰と片岡。ちょっと校長室まで来てくれ《命令))J 

と出ていく。顔を見合わせる、ミネさと俊介。

また{可かやったのか、という表情で二人を見る生徒達。

(ロックよ)

ここでは、高校教師の野村が、「授業Jを終了する権限を持っており、この発話によって

「授業」が終了されている口教師は、担当する「授業」を開始・終了する権限を持ってお

り、《進行》の発話によって、「授業」の開始・終了を行う権限を持っている。ここで、終

業ベルが《進行》の発話機能と同じ機能を持っているように考えられなくもないが、次の

担当の教師が来るまでなど、事実上、教師の権限で授業を続行することは可能であるため、

授業の開始・終了の権限は、最終的には教師が持っていることになる。
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3.3.2.中国語回英語における《進行》

発話機能は、意味範時であるため、日本語に関わらず、形式はどうあれ他の言語でも共

通に見られるものであると考えられる。よって、中国語・英語での《進行》の発話用例を

もって、この《進行》という発話機能が妥当なものであることを示すことにする。まず、

中国語の用例を見てみる。

3) 主持:各位代表!現在7干始弄会。《進行》

(司会「代表の皆様!ただいまより、党大会を始めますj ※筆者訳)

(党大会)

4) (ラジオ番組スタッフの会議室にて)

余忌:好了。現在7干始我イfJ的J&肝率周期粒吋会決。《進行》

(余社長「では、今から聴取率週次検討会議を始める。J※筆者訳)

(地下鉄)

3)では、進行の権限を有する「主事(司会)Jの発話によって、「党大会」の開始が行わ

れている。同じように 4)でも、「余忌(余社長)Jの発話によって、「会議」の開始が行わ

れており、中国語においても、《進行》という発話機能が見られる。次は、英語の用例であ

。
る

5) (株主総会にて)

Chairperson: 1he meetine: will please come to order. ((進行》

1 am Walter Connersラ CEOof XYZ lnternational and Chairperson of 

meetlDg. 

(議長「これより議事に入ります。私は、ウォルター・コーナーズと申します。 XY

Zインターナショナノレの CEOであるとともに、この総会の議長を務めます。 J) 

※(ビジネス)の訳を引用

(ビジネス)

6) (裁判にて)

JURY FOREPERSON: We， the jury， find the defendant guilty. 

JUDGE: This court is ad i ourned. ((進行》

(陪審主任「私達、陪審員は、被告が有罪であると評決しました。 J

裁判官 「この裁判を休廷する。」※筆者訳)

(BONES) 

5)においては、株主総会という場の権限を有する IChairperson (議長)Jが、 IThemeeting 

will please come to orderJ と発話することによって IThe meetingJ という活動の開始を行っ

ている。また、 6) では、裁判という場の権限を持っている IJUDGE (裁判官)Jが、 IThis

court is adjournedJと発話することによって、 IThis courtJという活動の休J.I:を行っている。

以上の用例から、中国語・英語においても、《進行》という発話機能が見られることが示さ

れた。よって従来の発話機能範鴎に《進行》を追加すべきである。

4.まとめ

本研究によって、中国語・英語での《進行》の用例も提示され、発話機能《進行》の追
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ちミ 当なもので と され で提案した 《進 》の は、以下

ぷ〉 り る。

( ¥¥ . ((進

I~I Eの権限に いて、物 令、 ること

語FI~ 出 ①に

Aが し¥ること

る ついて示 もの あるーと

いまより さ7) し1とjj1Jl、し 1

イミ

court is adjourned.J 

《 行))i土、 、その る権限のみ ものが

る によって るものであり の活動の JJ二・終了を

し1う ii立 を せる j る発 ある。

ら の課題

話機詑((( )) )在進行》の のみであっ ?江主 σ〉 いる、

中では、{ iに ける 《訂正》 》、鈴本 (2011)

されている《 ど、 。〉 は、まだ捉え し可用{Jljも

話機 る る。
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